様式９

日中韓フォーサイト事業
平成２４年度　実施報告書
１．拠点機関
	日本側拠点機関：
	

	中国側拠点機関：
	

	韓国側拠点機関：
	


２．研究交流課題名
（和文）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（交流分野：　　　　　　　　　　　　　　）　

（英文）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（交流分野：　　　　　　　　　　　　　　）　

　研究交流課題に係るホームページ：http://                                        
３．採用期間
平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日

（　　　　年度目）

４．実施体制

日本側実施組織

　拠点機関：

　実施組織代表者（所属部局・職・氏名）：

　研究代表者（所属部局・職・氏名）：

　協力機関：

　事務組織：

相手国側実施組織（拠点機関名・協力機関名は、和英併記願います。）

（１）中国側実施組織：
拠点機関：（英文）

　　　　　 （和文）

　研究代表者（所属部局・職・氏名）：（英文）

　協力機関：（英文）

（和文）
（２）韓国側実施組織：
拠点機関：（英文）

　　　　　 （和文）

　研究代表者（所属部局・職・氏名）：（英文）

　協力機関：（英文）

　　　　　 （和文）
５．全期間を通じた研究交流目標

６．平成２４年度研究交流目標

７．平成２４年度研究交流成果

（交流を通じての相手国からの貢献及び相手国への貢献を含めてください。）

７－１　研究協力体制の構築状況

７－２　学術面の成果

７－３　若手研究者育成
７－４　その他（社会貢献や独自の目的等）
７－５　今後の課題・問題点

７－６　本研究交流事業により発表された論文

　　平成２４年度論文総数　　　　　　本
　　相手国参加研究者との共著　　　　本
　　（※　「本事業名が明記されているもの」を計上・記入してください。）
（※　詳細は別紙「論文リスト」に記入してください。）

８．平成２４年度研究交流実績状況

８－１　共同研究

―研究課題ごとに作成してください。―

	整理番号
	R－
	研究開始年度
	平成　　年度
	研究終了年度
	平成　　年度

	研究課題名
	（和文）

	
	（英文）

	日本側代表者

氏名・所属・職
	（和文）

	
	（英文）

	相手国側代表者

氏名・所属・職
	（英文）

	交流人数

（※日本側予算によらない交流についても、カッコ書きで記入のこと。）
	① 相手国との交流

	
	派遣先

派遣元
	日本
	中国
	韓国
	計

	
	
	<人／人日>
	<人／人日>
	<人／人日>
	<人／人日>

	
	日本

<人／人日>
	実施計画
	
	
	
	

	
	
	実績
	
	
	
	

	
	中国
<人／人日>
	実施計画
	
	
	
	

	
	
	実績
	
	
	
	

	
	韓国
<人／人日>
	実施計画
	
	
	
	

	
	
	実績
	
	
	
	

	
	合計
<人／人日>
	実施計画
	
	
	
	

	
	
	実績
	
	
	
	

	
	② 国内での交流　　　　　　　人／人日

	日本側参加者数　

	　　　　　名
	（１２－１　日本側参加研究者リストを参照）

	中国側参加者数

	　　　　　名
	（１２－２　中国側参加研究者リストを参照）

	韓国側参加者数

	　　　　　名
	（１２－３　韓国側参加研究者リストを参照）

	２４年度の研究交流活動
	

	２４年度の研究交流活動から得られた成果
	



８－２　セミナー

―実施したセミナーごとに作成してください。－

	整理番号
	S－

	セミナー名
	（和文）日本学術振興会日中韓フォーサイト事業「　　　　　　　」

	
	（英文）JSPS A3 Foresight Program “                       “

	開催期間
	平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日（　日間）

	開催地（国名、都市名、会場名）
	（和文）

	
	（英文）

	日本側開催責任者

氏名・所属・職
	（和文）

	
	（英文）

	相手国側開催責任者

氏名・所属・職

(※日本以外で開催の場合)
	（英文）


参加者数
	　　　派遣先
派遣元
	セミナー開催国

（　　　　　　）

	日本

<人／人日>
	A.
	

	
	B.
	

	
	C.
	

	中国
<人／人日>
	A.
	

	
	B.
	

	
	C.
	

	韓国
<人／人日>
	A.
	

	
	B.
	

	
	C.
	

	合計

<人／人日>
	A.
	

	
	B.
	

	
	C.
	


A.セミナー経費から旅費を負担
B.共同研究・研究者交流から旅費を負担
C.本事業経費から旅費を負担しない（参加研究者リストに記載されていない研究者は集計しないでください。）

	セミナー開催の目的
	

	セミナーの成果
	

	セミナーの運営組織
	

	開催経費分担内容と金額
	日本側
	内容　　　　　　　　　　　　　　金額

	
	中国側
	内容　

	
	韓国側
	内容　


８－３　研究者交流（共同研究、セミナー以外の交流）

1 相手国との交流　　　　　　　　　　　　　　　　　
	派遣先

派遣元
	日本
<人／人日>
	中国
<人／人日>
	韓国
<人／人日>
	計
<人／人日>

	日本
<人／人日>
	実施計画
	
	
	
	

	
	実績
	
	
	
	

	中国
<人／人日>
	実施計画
	
	
	
	

	
	実績
	
	
	
	

	韓国
<人／人日>
	実施計画
	
	
	
	

	
	実績
	
	
	
	

	合計
<人／人日>
	実施計画
	
	
	
	

	
	実績
	
	
	
	

	②　国内での交流　　　　　　　人／人日


	所属・職名

派遣者名
	派遣・受入先

（国・都市・機関）
	派遣期間
	用務・目的等

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


９．平成２４年度研究交流実績総人数・人日数

９－１　相手国との交流実績

	　　　　      派遣先

派遣元
	日本

<人／人日>
	中国

<人／人日>
	韓国

<人／人日>
	合計
<人／人日>

	日本

<人／人日>
	実施計画
	
	
	
	

	
	実績
	
	
	
	

	中国

<人／人日>
	実施計画
	
	
	
	

	
	実績
	
	
	
	

	韓国

<人／人日>
	実施計画
	
	
	
	

	
	実績
	
	
	
	

	合計

<人／人日>
	実施計画
	
	
	
	

	
	実績
	
	
	
	


※各国別に、研究者交流・共同研究・セミナーにて交流した人数・人日数を記載してください。（なお、記入の仕方の詳細については「記入上の注意」を参考にしてください。）

※日本側予算によらない交流についても、カッコ書きで記入してください。（合計欄は（　）をのぞいた人数・人日数としてください。）

９－２　国内での交流実績

	実施計画
	実　　績

	　　　／　　　<人／人日>
	　　　／　　　<人／人日>


１０．平成２４年度経費使用総額
（単位　円）
	
	経費内訳
	金額
	備考

	研究交流経費
	国内旅費
	
	

	
	外国旅費
	
	

	
	謝金
	
	

	
	備品・消耗品購入費
	
	

	
	その他経費
	
	

	
	外国旅費・謝金等に係る消費税
	
	

	
	計
	
	

	委託手数料
	
	

	合　　計
	
	


１１．四半期毎の経費使用額及び交流実績

	
	経費使用額（円）
	交流人数<人／人日>

	第１四半期
	
	

	第２四半期
	
	

	第３四半期
	
	

	第４四半期
	
	

	計
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